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佐
井
村
村
民
憲
章

『

学

ぶ
意
欲

を
も
ち

、
知
性

と
良
識

心

あ
ふ

れ
る
村
を
つ

く
り

ま
す

匸

健

康
と
安
全

を
心

が
け

、

明

る
く
楽

し

い
村
を
つ
く
り
ま
す

コ

勤
労

を
熹

び
、
力

を
合
わ

せ
て

豊

か
な

村
を
つ

く
り
ま

す
。

匸

自

然
を
守

り
、
人

を
愛

し

、

心
や

さ
し

い
村

を
つ
く

り
ま
す

コ

心
身

と

も
に
健
全

な
子
の

育
つ

暖
か
い
家

庭

と
村
を
つ
く
り
ま
す

四
月
十
九
日
、
佐
井
小
学
校
で

児
童
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
間
警
察
署
、
交
通
安
全
母
の

会
の
協
力
に
よ
り
、
映
画
や
人
形

さ
ら
に
は
信
号
機
を
使
っ
て
交
通

ル
ー
ル
が
親
切
に
わ
か
り
や
す
く

指
導
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
毋
の
会
で
は
、
昨
年

か
ら
人
形
（
交
ち
ゃ
ん
）
を
使
っ

た
交
通
ル
ー
ル
の
指
導
を
行
っ
て

お
り
、
児
童
た
ち
に
も
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。
大
間
警
察
署
の
竹
内

交
通
係
長
か
ら
は
、
校
庭
に
設
置

さ
れ
た
交
差
点
で
、
正
し
い
横
断

の
方
法
や
自
転
車
の
乗
り
方
が
親

切
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
「
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
す
ご
と
約
束
し
て
交
通
安

全
教
室
を
終
え
ま
し
た
。



無
《

☆

つ
無
災
害
六
卜
向

分
⊃
匸

佐
井
村
消
防
団
定
期
⑤
閲
式

幃

天

仁
心

止

壮

言

五
月

十

囗

、

佐

井

村

消
防

団

の

定

期
欸

問

式

が

佐

井

小

孚
校

ブ
ラ

ン

ド
を

式

場

言

行

わ

壮

言
し

心

。

仆

分
回

ら
］
七

十

九

鶻

の
団

員

と

川
口

婦

人
消

防

協

力

隊
、

柵

浦
少

年

消

防

ク
ラ

ブ
の

生
徒

た

ち

に
よ

る
、

息

の
介

っ

た

ボ

ン
匸

操
法

寸

止

と

い
振
り

演

技

、
刧

期

消

火
汗

枝

平

消

火
栓

礼
法

か
粧

露

さ

れ
止

し
か
。
つ
つ
い
て
、
大
佐
寸
仲
町

地
区
を
分
列
行
進
し
た
あ
と
、
古

佐
井
川
で
火
災
を
愬
定
匸
て
、
本

番
さ
な
が
ら
の
役
擬
演
習
が
行
わ

れ
ま
し
た・
。

こ
の
分
団
万
、
口
頃
の
訓
練
の

成
果
を
斤
分
口
発
揮
し
、
多
数
の

不
售

観
兵
か
こ
お
匚
み
か
い
拍

子
を
受
け
て
い
土
し
か
。

△ ポンプ操法 △観閲者

△川圏婦∧消防協力隊 △福浦少年消防クラブ

△まとい振り演渋

△分列行進

△古佐井川での很擬演習

緑 ① ① 壱 守 ∧

山犬⑤Ｖ才火言習

二
月
六
日
、
村
卜
冨
林
回
、
消

防
団
を
け
じ
め
价
ｙ日
七
十
人
加
出

動
し
て
、
川
口
俎
区
の
国
有
林
内

で
犬
が
か
り
な
山
火
事
消
火
演
習

が
行
わ
且
士
し
へ

咋
年
六
月
口
発
生
し
た
山
火
燉

を
苫
い
教
訓
と
し
て
、
初
め
て
の

消
火
演
習
た
け
に
、
出
動
し
た
人

た
ち
は
み
な
、
真
剣
な
犬
情
で
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。‐

想
定
は
、
べ
目
地
区
四
国
有
林

か
ら
燃
之
上
っ
た
と
し
て
、
本
部

長
の
村
且
加
出
俯（
叩
齎
。
水
谷
个

使
女
子
九
四
火
災
か
こ
細
川
建
設

附
が
、
工
事
用
心
ミ
キ
サ
ー
賍に
に

水
を
満
戟
匸
で
応
且
に
か
け

勹
け

る
一
方
、
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
グ
ー

を
背
負
っ
た
宮
林
署
職
言
加
山
に

人

づ
て
懸
命
の
消
火
活
動
匚
あ
た

り
ま
し
た
。

二
時
問
後
仁
鎖
火
報
告
が
本
部

に
入
り
、
水
牛
長
の
村
長
か
ぐ
。山

火
単
の
原
四
回
タ
バ
コ
火
士
多
い
。

に一
員
の
囗
を
強
め
て
ば
匸
匸

」
と

千

小
。
ナ［
林
言
長
か
し
「
有
小
の

際
叩
月
个
の
出
動
態
勢
が
再
言
認

さ
長
心
ご
七
半
斗
か
お
り
消
火
演

習
を
終
了
し
ま
し
仁

△窩番今ながらの放水

△ミキサー車も応援



四
月
三
十
日
、
大
佐
井
川
上
流

で
佐
井
村
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る

サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
佐
井
小
学
校

五
、
六
年
の
児
童
の
協
力
で
百
万

尾
の
稚
魚
が
元
気
に
川
へ
泳
ぎ
出

し
ま
し
た
。
平
均
体
長
四
一
五
ｍ

の
小
さ
な
稚
魚
は
、
数
日
間
を
川

で
過
ご
し
た
後
、
豊
か
な
エ
サ
を
求

め
て
北
太
平
洋
へ
向
っ
て
旅
立
ち

ま
す
。
そ
し
て
ご
〒
四
年
後
に
は
、

ふ
る
さ
と
の
川
へ
立
派
な
親
魚
と

な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

川
の
急
な
流
れ
の
中
へ
放
さ
れ

た
稚
魚
の
群
れ
を
、
心
配
そ
う
に

み
つ
め
る
児
童
た
ち
の
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

ま
た
、
五
月
十
六
日
に
は
、
磯

谷
漁
業
研
究
会
が
い
ろ
い
ろ
な
苦

労
を
乗
り
越
え
、
自
分
達
の
手
で

育
て
た
サ
ヶ
の
稚
魚
の
放
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
沢
水
を
利
用
し
て

の
飼
育
で
し
た
が
平
均
体
長
四
・

五

四
の
元
気
な
稚
魚
２
万
尾
が
育

ち
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
八
千
尾
は
、

地
元
磯
谷
の
海
へ
、
そ
し
て
残
り

の
一
万
二
千
尾
は
、
船
で
運
ば
れ

牛
滝
の
川
へ
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
几

の
手

ご
た
え
を
感
じ
た
磯
谷
漁
業
研
究

会
で
は
、
来
年
の
ふ
化
放
流
事
業

に
更
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

▲大佐井川での放流

▲磯谷での放流

「一表彰をうけたみなさんＴ

消防団観閲式

消

防

庁

長
官

表

彰

○
永

年

勤
続

功

労

章

本

団

副
団

長

宮

川

勉

青

森

県
知

事

表

彰

○
永

年
勤

続

功

労

章

本

団

分
団

長

島

野

芳

丈

第
四

分
団

副
分
団
長

東

出
幸
夫

本

団

副

分
団

長

松
谷

・
勇

助

第
三

分
団

副
分
団
長

加
藤
唯
一

ぼ
本

消
防

協
会

会

長

表
彰

○
功

労

章

本

団

副
団

長

横
浜

正

一

〇
精

績
章

本

団

副

団
長

宮

川

勉

青

森

県
消

防

協

会

会

長
表

彰

○
有

功

章

本

団

副
団

長

横

浜

正

一

〇
功

労

章

第
一

分
団

副
分
団
長

内
田

慎
一

○
勤
功
章

第
六
分
団
副
分
団
長

大
坂

隆

第
八
分
団
副
分
団
長

荒
川
昭
夫

〇
永
年
勤
続
章

十
五
年
以
上

本
団
班
長

大
石

光
範

第
一
分
団
団
員

紀
伊

光
一

″

団
員

工
藤

勘
一

第
六
分
団
団
員

大
石

勲

″

団
員

木
下

秀
幸

第
七
分
団
班
長

山
木

幸
治

″

団
員

田
中

政
一

″

団
員

田
中

孝
一

″

団
員

田
中

彰
男

第
八
分
団
部
長

長
谷
川

厳

″

班
長

高
橋

昭
利

″

団
員

竹
内

栄
一

″

団
員

坂
井

照
幸

ヽ

永
年
勤
続
章

十
年
以
上

第
一
分
団
団
員

磯
川

富
勝

″

団
員

川
岸

広

第
二
分
団
団
員

岡
本

正
行

″

団
員

宮
川

尚

第
三
分
団
団
員

佐
藤

修
逸

″

団
員

佐
藤

信
夫

″

団
長

本
部

正
樹

″

団
員

加
藤

忠

第
四
分
団
団
員

館
脇

勝
義

″

団
員

館
脇

義
則

″

団
員

館
脇

達
夫

″

団
員

館
脇

信
義

″

団
員

中
村
久
美
義

第
六
分
団
団
員

内
田

昇
治

″

団
員

池
田

三
男

″

団
員

池
田

洋
一

第
七
分
団
団
員

田
中

昇

″

団
員

田
中
順
太
郎

″

団
員

柳
田

勇
市

″

団
員

内
藤

正
樹

″

団
員

田
中

憲
吉

第
八
分
団
団
員

中
西

孝
徳

″

団
員

竹
内

彦
三

″

団
員

船
越

幸
夫

県
消
防
協
会
む
つ
下
北
支
部
長
表
彰

○
優
良
団
員
章

第
四
分
団
副
分
団
長
木
下

重
幸

第
五
分
団
部
長

福
田

徳
美

第
六
分
団
部
長

大
石

義
照

第
七
分
団
部
長

田
中

忠
弘

佐
井
村
長
表
彰

○
感
謝
状
（
永
年
勤
続
退
団
者
）

前
団
員

２４
年

磯
川

勝
美

″

２４
年

木
部

歳
雄

″

１３
年

萬
谷

安
雄

″

２１
年

竹
内

光
雄

〇
感
謝
状
（
一
般
協
力
者
）

防
火
水
槽
新
設
置
土
地
無
償
提
供

竹
内

勇
吉

松
谷
多
可
志

警
鐘
台
移
転
設
置
土
地
無
償
提
供

金
丸
嘉
一
郎



「
８６

日

本

の

Ｉ
〇

一

村

展

」

四
月
二
十
三
日
～
二
十
九
日

東
京
池
袋「
西
武
デ
パ
ー
ト
」

全
国
各
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い

る
「
町
づ
く
り
」「
村
お
こ
し
」
二

村
一
品
運
動
」
を
都
市
で
紹
介
し
、

地
方
と
都
市
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
事
を
主
眼

と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
８６
日
本
の

一
〇
一
村
展
」
に
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
九
州
の
各
地
域
よ
り
、

干
不
ル
ギ
ー
を
発
電
中
の
七
十
八

市
町
村
が
大
集
合
し
ま
し
た
。
地

域
で
の
活
動
の
紹
介
と
出
店
、
又

一
村
一
品
運
動
で
名
を
上
げ
、
都

会
で
は
ち
ょ
っ
と
手
に
入
ら
な
い

味
覚
、
工
芸
品
七
二
九
品
が
出
品

さ
れ
、
青
森
県
を
代
表
し
て
佐
井

村
も
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
期
間
約
四
五
万
人
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
、
七
六
〇
坪
の
会
場

を
埋
め
つ
く
す
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。
佐
井
村
か
ら
は
「
ラ
ブ

リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業
で
お
な
じ

み
の
佐
井
村
漁
協
加
工
品
、
甘
塩

ウ
ニ
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
、
イ

ク
ラ
、
サ
ケ
フ
レ
ー
ク
、
わ
か
め

等
、
ま
た
下
北
ヒ
バ
エ
芸
企
業
組

合
の
ヒ
バ
製
品
を
中
心
と
し
た
日

用
品
と
天
然
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
、
佐

井
老
人
ク
ラ
ブ
製
作
の
夫
婦
ゾ
ー

り
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
人
気
の

方
も
上
々
で
、
参
加
市
町
村
別
売

上
も
ベ
ス
ト
５
以
内
に
入
る
程
で

し
た
。

観
光
宣
伝
面
に
お
い
て
も
、
村

の
特
産
品
と
と
も
に
、
下
北
志
向

の
高
ま
り
が
大
き
く
、
ふ
る
里
情

報
サ
ロ
ン
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

売
れ
行
き
も
他
市
町
村
を
圧
倒
し
、

観
光
宣
伝
に
も
か
な
り
の
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
期
間
中
、
東
京
近
辺
在
住

の
村
出
身
者
も
大
勢
見
え
、
村
が

用
意
し
た
半
天
を
着
用
し
、
声
を

か
ら
し
て
売
込
み
の
手
伝
い
を
し

た
り
、
ふ
る
里
の
昧
を
楽
し
ん
だ

り
、
ふ
れ
合
い
と
語
り
合
い
の
場

を
持
つ
人
な
ど
、
六
日
間
に
わ
た

り
「
本
州
の
て
っ
ぺ
ん
ラ
ブ
リ
ー

さ
い
」
コ
ー
ナ
ー
は
、
お
お
い
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

中
央
、
地
方
の
新
聞
、
テ
レ
ビ

に
も
報
道
さ
れ
、
全
国
各
地
の
村

お
こ
し
の
実
態
と
そ
の
仕
掛
人
や

仲
間
に
ふ
れ
、
参
加
者
一
同
と
も

一
層
「
町
づ
く
り
」「
村
お
こ
し
」

の
意
を
強
く
し
た
よ
う
で
す
。

▲ 佐井 村 の 出展全 景 老 人 クラブ

（７）妛ｉ昌ソ ー り 者、女 いｌ二弓、け た

▲村 長 も村 の 宣伝 に汗 だ く

▲営 林 署長 もか けつ け、 ヒ バの
ＰＲ に一生 縣 命

▲村 出身 の方 々 も、大勢 みえ ま した

７月１日 事業所統計調査

七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ

せ
い
に
事
業
所
統
計
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

、こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と
並

ぶ
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
の
一

つ
で
、
事
業
所
に
つ
い
て
産
業
別

や
規
模
別
の
基
本
的
構
成
を
、
全

国
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
別
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で

す
。こ

の
た
め
、
店
舗
や
工
場
、
会

社
を
け
じ
め
と
し
て
、
学
校
、
駅

病
院
、
神
社
、
仏
閣
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
種
頬
の
事
業
所
を
漏
れ
な
く

調
べ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
、
都
道
府

県
、
市
区
町
村
で
の
各
種
の
行
政

施
策
、
例
え
ば
地
域
開
発
計
画
、

交
通
対
策
、
雇
用
対
策
、
公
害
対

策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
あ

る
い
は
、
民
間
に
お
け
る
事
業
計

画
の
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。



女
子
栄
養
大
学
教
授

食
生
態
学

足
立

己
幸

心のひだを広げる

食事づくりを

こ
っ
て
り
し
た
料

理
を
好

む
子
供
、

あ

っ
さ
り
し
た
も
の
を
食
べ
た

い
大

人
、
塩
分
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
お
年
寄
り
Ｉ

と
い
っ
た
よ
う
に
、

食
事

に
対
す

る
要

求
は
、
年
齢
や
体

の
状
態
、
好
み

に
よ
っ
て
一
人
ひ
と

り
違

い
ま
す
。
同

じ
家

族
と
は

い
え
、

子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
だ
れ

に

も
喜
ば
れ
る
食
事
を
作

る
と
い
う
の

は
至
難

の
わ

ざ
で

し
よ
う
。

材
料

や
料
理
の
と
り
合
わ
せ
に
気

を
配

っ
た
り
、
味
つ
け
を
工
夫
し
た

り

と
、
主
婦
は
家
族
そ

れ
ぞ
れ
の
好

み

、
要
求

に
沿

う
よ
。う

や
り
く
り
算

段
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。

し

か
し
、
そ
う
努
力

す
る
こ
と
が
、

結
果
的

に
栄
養
素

の
バ
ラ
ン
ス
も
と

れ
た
食
生
活

に
つ
な
が
っ
て

い
く
の

で

す
。

と
こ
ろ
で

、
こ
の
食
事

づ
く
り
と

い
う
行
為
は
、
他
の
動

物
に
は
見
ら

れ
な
い
極
め
て
人
間
的
な
活
動
の
一

つ
で
す

。
家
族
へ
の
愛
情

を
込

め
て

味

つ
け
や
盛
り
つ
け
に
気
を
配

る
と

い
っ
た
こ
と
は
、
ほ

か
の
動
物

に
は

ま
ね
の
で

き
な

い
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

食
事

づ
く
り
が
、
人
間
的

な
活
動

の
典
型
で

あ
る
と

か
、
調
理
が
極

め

て
高
度
な
創
作
活
動
で

あ
る
、
と
い

わ

れ
る
の
も
そ
の

た
め
で

し
ょ
う
。

お
ざ

な
り

に

な
り

つ
つ

あ
る

食

生
活

と
こ
ろ
が
最
近
、
そ
の
最

も
人
間

的
な
活
動
で

あ
る
は
ず
の
食
事

づ
く

り

が
、

お
ざ
な
り

に
さ
れ
て

い
る
よ

う

に
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま

せ
ん
。

以
前
、
小
学

生
が
持
参
し
た

お
弁
当
を
写
真

に
撮

っ
て
、

ど

ん
な
食
品
が
多

く
使

わ
れ
て

い

る
か
調
、べ
さ
せ

て
い
た
だ

い
た

こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ど
の

お
弁

当
も
盛
り

つ
け

は
た
い
へ
ん
に

き
れ
い
な
の
で

す
が
、
内
容
は

ど
れ
も
同

じ
よ

う

な
加
工

食
品
が
多
く
、
食
品
の
組

み
合
わ
せ
の
単
調
さ
は
否
定
で

き
１
．

せ

ん
で

し
た
。
ま
た
、
全
体
的
に
野

菜
の
量

が
少
な
く
、
な
ん
と

全
体
の

四

割
に
当
た

る
お
弁

当
に
、
野
菜
が

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
で

し

た
。加

工
食
品

や
惣
菜
食
品
は`
、
材
料

が
す
べ
て
組
み
合
わ
せ
済
み
で

す
か

ら
、
家

族
の
体
の
状
態
や
好
み
に
合

わ
せ
て
量

や
味

つ
け
を
調
節
す
る
、

と

い
っ
た
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で

き
ま

せ
ん
。
利

用
す

る
の
で

あ
れ
ば
、
せ

め
て
手
料

理
を
一
品

つ
け
加
え
る
と

い
う
よ
う
な
配
慮

が
ほ
し

い
も
の
で

す
。家

族

全
員

が

食

べ

る
こ

と
を

大

切
に

こ
の
よ
う
な
話
を
す

る
と
、
「
忙

し
く
て
と
て
も
理
想

ど
お
り
に

い
か

な

い
」
と
言
わ
れ

る
方

が
お
り
ま
す
。

し

か
し
、
「
食

べ
る
」
こ
と
に
も
っ

と
比

重
を
置

い
て
、
毎
日
の
生
活
を

送
っ
て

い
れ
ば
、
食
事

に
対
す
る
配

慮
は
自
然
と
行

き
届
く
よ
う

に
な
る

の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

ま
た
、
主
婦
だ

け
で

な
く
、
家
族

の
一
人
ひ
と
り
が
、
食

べ
る
こ
と
を

も
っ
と
も
っ
と
大

切
に
し
て
い
け
ば
、

食
事
を
媒
介

と
し

て
家
族
の
き
ず
な

は
よ
り
強
く
、
心
の
ひ
だ

も
広
く
な

っ
て

い
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
は
、
家
族
み
ん

な
が
心
を
か
よ
わ
せ
る
日
で
す
。

今
ま
で
の
「
家
庭
の
日
」
に
は
何

を
し
た
か
を
反
省
し
、
今
月
は
何

を
す
べ
き
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
ご

次
の
実
行
目
標
を
参
考
に
、
家

庭
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
す
ぐ
実

行
で
き
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
長

く
続
け
て
習
慣
に
な
る
よ
う
に
し

■ 「家庭の日」の実行目標

１

月

今年の目標をみんなで話し合う
７

月

非行防止についてお互いに注意し合おう

家庭の中で自分の役割を決めよう 夏休みのフランを立てよう

あいさつの習慣をつくろう 水の事故、山の事故に注意しよう

２

月

寒さに負けない体力をつくろう
８

月

祖先に感謝し、お墓参りをしよう

将来の進路について話し合おう 太陽のもとて体をきたえよう

火の用心に注意し合おう 夏休みの生活を反省しよう

３

月

本やテレビの見方を話し合おう
９

月

おとしよりをうやまい、おもいやりの
心を養おう

進学や卒業・就職を皆で祝おう 災害に備え、注意し合おう

身のまわりの整理整頓をしよう わが家もわが町もきれいにしよう

４

月

友達のことについて話し合おう
１０

月

家族でスポーツを楽しもう

花たんや美しい環境を作ろう子ども会・スポーツ少年団などに入ろう よい本に親しみ、読書にはけもう

交通安全・事故防止に注意しよう 社会のため奉仕活動をしよう・

５

月

子どもの日を祝い、行事に参加しよう
日

月

勤労の意義を考え、慟く人々 に感謝しよう

母に感謝の気持をささけよう 本やテレビで感じたことを話し合おう

野や山に出かけ、自然に親しもう 寒さに備え、カゼに注意しよう

６

月

父の仕事について理解を深めよう
１２

月

はなれている知人や友達に便りを出そう

時間を正しく守る習慣をつけよう 家庭みんなで大掃除をしよう

むし歯に注意し、健康づくりを心がけよう ｜年間の反省について話し合おう



教
育
だ
よ
う

プ
ラ
タ
ナ
ス
（
鈴
懸
樹
）
に
寄
せ
て

長
後
小
中
学
校
長

三
国
俊
光

転
任
早
々
の
年
の
春
の
運
動
会

少
な
い
児
童
生
徒
数
な
が
ら
各
自

が
精
一
杯
活
躍
し
、
児
童
生
徒
・

父
母
・
教
師
共
々
充
実
し
た
一
日

を
終
え
部
落
の
人
だ
ち
と
反
省
会

の
酒
を
く
み
交
わ
し
な
が
ら
、
校

庭
の
隅
に
植
え
ら
れ
て
い
る
プ
ラ

タ
ナ
ス
の
樹
は
、
ど
う
し
て
も
枯

ら
し
て
は
な
ら
。な
い
の
だ
と
い
う

そ
の
い
か
れ
に
気
を
引
か
れ
た
。

今
は
亡
き
、
浅
井
良
三
郎
二
代

校
長
が
と
て
も
愛
し
て
お
ら
れ
た

樹
で
、
一
度
は
枯
死
し
た
と
思
わ

れ
た
の
が
思
い
が
け
な
く
生
き
て

い
た
と
い
う
の
で
、
当
時
病
弱
で

入
退
院
を
く
り
返
し
て
お
ら
れ
た

浅
井
校
長
が
、
こ
の
樹
の
蘇
生
と

と
も
に
病
が
愈
え
ら
れ
た
と
大
事

に
さ
れ
、
村
の
人
々
に
後
を
託
し

て
残
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
話
も
月
日
と

共
に
薄
れ
、
一
年
も
た
っ
て
忘
れ

か
け

て

い

た

と
き

、

ふ

と
し

た
き

っ

か
け

で
、

偶

然

に

も
こ

の

「
鈴

懸

樹

」

に
ま

つ
わ

る

『
「

す

。ゝ
か

け

」

と

私
』

と

い
う

本

校

文

集

の

巻
頭

言

を
拝

見
す

る
好

運

を

得

た

の

で
あ

る
。

こ

の
文

集

「
す

。ゝ
か
け

」

は

一

九

五

八

年
七

月

に

第
二

号

が
出

さ

れ

て
い

る
か
ら

、
今

か
ら
二

十

八

年

前

、
昭

和

三

十
三

年

に

出

さ

れ

た
も

の

で
あ

り

、
現

在

の
長

後

部

落

の
指
導

的

立

場

に

あ

る
方

々
、

Ｐ

Ｔ

Ａ

の
会

員

の
方

々

の

お
名

前

が
多

数

載
っ

て

い
る

の
で

あ

る
。

そ
の

二

号

の

巻
頭

言

で
浅

井

校

長

は
こ

の

よ
う

に
述

べ
ら

れ
て

い

る

…
…

…
一
剛
略
…

…

…

（
相
心
い
は

遙

け

く

十
三

年

以

前

に

逆

流
す

る
。
）

ｊ

時

恰

も
こ

の

季

節

、
当

時

の
佐

井

営
林

署
長

か

ら

愛
林

週

間

に
於

け

る

学
童

の

応

募
作

品

に

た

く

さ

ん

入

賞

し

た

と

い

う

の

で

「

こ

の
樹

に

負

け

ず

ズ
タ

ズ
タ

と

真

っ
す

ぐ

伸

び
よ

」

と
し

て

ご
褒

美

に
戴

い

た
記

念

の
樹

苗
三

本

、

大

喜

び

の
子

ど
も

た
ち

と

一
緒

に

亨

心
こ

め
て

植

え

朝

晩
輪

番

で

水

を

か
け

て

は

そ

の

成
長

の

一
日

も

早

が
ら
ん

こ

と

に

敬
虔

な

祈
り

を

捧

げ

た
も

の
だ

っ

た
。

爾

来

幾
星

霜

あ

の
時

小

学

五

年
生

で

あ

っ

た

長

男

も
今

で
は
二

十
三

歳
の

逞
し

い
若

者

と
変

貌

し

た
。

だ

が
、
三

本

の

樹

は
現

在

一
本

の
佗

し

い
姿

の

み

が
そ

の
間

の

幾
多

の
風

雪

の

抵

抗

に
耐

え

か

ね

た
苦

衷

を

悲
し

げ

に
訴

え

て

い
る
。
・
…
…
…
一一
一
た

び
こ

の
由

縁
の

地

に
辿

り

つ

い
た

奇

し

き
足

跡

に

勇

気

づ
け

ら

れ

る

…

…

鈴
懸

樹

は

私

の
命

で

あ

り
他

に

換
え

の
な

い
師
魂

の

シ

ン

ボ
ル

で

も

あ

る

の
だ

。

…
…

後
略

野外生活の知恵

サ 癶 イｎ ｊｌ，入 門

距
離
を
は
か
る
⑧

野外活動で、正確な距離を知ることは大切

です。距離を誤まれば、せっかくのフランも

くずれてしまいます。そうならないようにす

るためには、地図のみかたを覚えることが基

本。野外活動で便う地図は５万分の１か２万

５千分の１の地図が便利です。

地図で高さをはかる

５万分の｜の地

図では、２０メート

ルごとに等高線が

引かれ、１００メート

ルごとに太い線に

なっている。だか

ら高さの表示がな

い地点でも、近く

の等 高線 を目 安にす れば わかる。

指 ではか る

大人の指の開きぐあいで、 ５万分の｜の地

図の距離がだいたいわかる。覚えておくと便

利だよ。

尊 線 の 汰かり 方

紙きれを地図のルートにそって当て、直線

部ごとに印をつけ、地図についているスケー

ルに当てればはかれる。

音ではかる

音は、空気中で｜

秒閧に約３４０メート

ル伝わるよ。まず。

見通しの良い所で、

たとえば鐘つきなど

対象となる物の動き

を見る。そこから音

が聞こえるまでの秒数をはかれば距離がでる。

２秒かかれば６８０メートルといったぐあいだ。

メ

ン

コ

イ

な

ア

タ

コ

の

赤

ち

ゃ

ん

去
る
五
月
一
日
、
長
後
滝
本
政

利
さ
ん
が
、
ウ
ニ
篭
を
引
き
あ
げ

た
ら
、
ク
コ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
入
っ

て
い
た
。
水
漕
へ
海
水
を
汲
み
、

や
し
な
っ
た
が
、
始
め
は
元
気
が

な
く
心
配
し
た
が
、
イ
カ
の
切
身

を
餌
に
与
え
た
ら
、
食
欲
が
さ
か

ん
で
大
元
気
。

体
は
小
さ
い
が
、
泳
ぎ
や
構
え

な
ど
は
一
人
前
で
、
な
か
／
ｙ

の

も
の
。
三
日
後
に
故
郷
の
海
へ
、

そ
っ
と
帰
し
て
や
っ
た
。

タ
コ
の
赤
ち
ゃ
ん
さ
よ
う
な
ら
。



（
浅
井
校
長
は
三
回
に
わ
た
っ
て

長
後
の
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
お

ら
れ
る
。
）

そ
し
て
わ
か
し
は
そ
の
当
時
の

児
童
生
徒
の
作
文
や
詩
、
俳
句
を

収
め
た
文
集
を
数
冊
読
み
、
先
人

達
が
育
く
み
こ
の
長
後
の
地
に
三

十
年
以
上
も
脈
々
と
流
れ
て
い
る

作
文
教
育
の
底
流
を
み
た
思
い
が

し
た
の
で
あ
る
。

校
庭
の
鈴
懸
樹
＝
プ
ラ
タ
ナ
ス

の
樹
と
と
も
に
作
文
の
土
壌
が
耕

さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

子
ど
も
た
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
初

め
か
ら
自
分
の
思
い
を
組
み
入
れ

た
整
っ
た
文
章
が
書
け
る
わ
け
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
長
後
小
中
学
校

の
作
文
が
あ
ま
り
に
も
多
方
面
の

ヲ
マ
ク
ー
ル
で
入
賞
し
す
ぎ
る
の

で
、
指
導
者
が
ど
う
の
こ
う
の
と

い
う
批
判
的
な
意
見
を
耳
に
し
た

が
け
っ
し
て
指
導
者
か
お
り
も
し

な
い
う
そ
を
書
か
せ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

千
ど
も
の
生
活
に
は
背
景
と
な

る
父
母
の
生
活
が
あ
り
厳
し
い
生

活
環
境
が
あ
る
の
で
あ
る
。

お
も
し
ろ
か
っ
た
こ
と
は
、
ど

ん
な
ふ
う
な
言
葉
を
使
っ
て
表
現

す
れ
ば
お
も
し
ろ
さ
を
も
っ
と
強

く
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
・
悲
し
み
や
悩
み
は
自
分
の
綯

に
し
ま
っ
て
お
か
ず
に
ど
う
書
き

表
わ
す
か
、
聞
い
た
こ
と
・
見
た

こ
と
感
じ
た
こ
と
を
自
分
の
胸
の

中
だ
け
頭
の
中
だ
け
で
忘
れ
ず
に

ど
う
訴
え
れ
ば
相
手
に
響
い
て
訴

え
る
力
が
強
く
な
る
か
を
注
意
深

く
細
か
く
気
づ
か
せ
、
考
え
を
出

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
作
文
指
導
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

作

文

が
出
来

上

が
る

迄

に

は
、

何

回

も

書

き
直

し

言

葉

を

選

び
書

く

の
で

あ

る

か
ら

、

作

文

に

い

い

こ

と
を
書

い

た

か
ら

、

そ

れ

が
す

ぐ

言

語

表

現

で
き

る

か

と

い
う

と

そ

う

は

い
か
な

い

と
思
う

。

半

月

も
一

ヶ
月

も

か

か
っ

て

出
来

上

が

る
作

文

と
、
今

問
わ

れ

、
す

ぐ

そ

れ

に
的

確

な

返
答

発

表

が
で

き
な

い

か
ら

と

い
っ

て
作

文

は
う

そ

だ

と

い
う

こ

と

に

は
な

ら

な

い

の
で

は
な

い

か
？

多

少

オ
ー

バ
ー
な

表

現

、

フ
ィ

ク

シ
ョ

ン
的

な

構

成

が
必
要

な

こ

と
も

あ

る

だ

ろ
う

。

幸

い
に
し

て

極

少

人

数

の
児

童

生

徒

で

あ

る
。

ひ

と
り

ひ

と
り

を

容

易

に

把
握

す

る
こ

と

が
可

能

で

あ

る

と

い
う

特

性

が
あ

る
。

子

ど
も

と

一
対

一
で

話

し

合

う
機

会

も
多

い
し

ふ

れ
あ

い

が
で

き

る

の

で
あ

る

。
決

し

て

う

そ

な

ど
書

く

必

要

も

な

い
し

、

書

か
せ

る

こ

と
も
な

い
の
で
あ
る
。

こ

の

よ
う

な

掘

り

起

こ
し

は
小

学

校

の

と

き

か

ら
徹

底

的

に

仕
込

ま

れ
な

け

れ

ば
中

学
校

に
入

っ
て

か

ら

お

い
そ

れ

と

で

き

る
も

の

で

は

な

い
。

そ

の

積

み
重

ね
こ

そ

が

今

迄

の

花

と
な

っ

て

開
花

し

た
の

だ

と
思

わ

れ

る
。

昭

和

六
十

一

年

度
は
作
文
に
関
し
て
は
多
難
な
年

に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

子
ど
も
の
表
現
活
動
に
対
し
て

教
師
の
表
現
指
導
、
子
ど
も
の
表

現
内
容
か
ら
教
師
の
生
活
指
導
も

必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
心

で
自
分
の
姿
が
見
つ
め
ら
れ
、
自

分
の
生
き
方
を
探
り
だ
し
、
自
分

を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
方
向
に

も
っ
て
い
け
れ
ば
こ
れ
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
。

三
十
年
も
前
の
文
集
を
手
に
し

て
、
あ
ら
た
め
て
作
文
教
育
の
研

た
る
か
を
考
え
「
書
く
行
動
を
尊

重
す
る
」
「
子
ど
も
の
能
力
の
可

能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
」
を
作

文
指
導
の
支
え
と
し
て
取
り
組
ま

せ
て
い
き
た
い
。

鈴
懸
樹
・
子
ど
も
た
ち

。

が
ん
ば
れ
が
‥

一生のうち
約２１年間は自由に使える

厂一生のうち２０年間、

自由に時間を使えます」

といわれたらあなたは

どうしますか。。

「いや、そんなにいら

ない」といいますか。

それとも「それだけし

かないのか ？」と思い

ますか。

実は、この２１年間（約１８３，２５０日寺間）というのは。

１５歳から平均寿命までの男女の自由時間の平均で

す（経済企画庁試算）。ここでいう自由時間とは、

１日の時間の中から①睡眠、食事、身のまわりの

用事などの「生活必需時間」、②仕事、学業、家事、

通勤などに使われる「拘束時間」を引いた残 りの時

間のことです。つまり、個人が自由に使える「余

暇時間」ということです。

はたして、この約２１年間の余暇時間というのは

多いのでしょうか、少ないのでしょうか。

もう少し、緡かく１年当たりの余暇時間で見て

みましょう。すると、３６５日のうち、自由に使える

のは約１１０日間になります。睡眠時間などの生活必

需時間を抜いた時間ですから、やはり多いといえ

るので はないでしょうか。
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昭 和
６１
年 度

佐
井
婦
人
講
座
は
じ
ま
る

去

る

、
５

月

１３

日

（

火

）
午

後

７

時

か

ら
佐

井

婦

人
会

館

で
昭

和

６１

年

度

の
婦

人

講

座

の
開

講

式

が

お

こ

な

わ

れ
ま

し

た
。

今

年
度

の
講

座

の

講

師
は

、

大

石

健
次
郎

（
俳

句

）
、
小

国

英

子

（

華

道

）

、
石

沢

京

子

（

レ
ク

）
、

畑

山
一
枝

（
料

理

）
、
甲

賀
確

子

言

上

フ

ろ

、

樋

口
京

子

（

着

付

け

）
、
佐

賀

克

明

（

藤
工

芸

）

の
各

先

生
方

が
指

導

に

あ

た
り

ま

す

。

日

程

は
次

の

と

お
り

６

月

９

日

レ
ク

リ

エ
ー

シ
ョ

ン

６

月

１３

日

着

付

け

６

月

１９

囗

料

理

６
月

２７
日

コ
上

フ

ス

７
月

９
日

コ

ー
ラ

ス

７
月

１５
日

華

道

８
月

５

日

レ
ク
リ

エ
ー

シ

ョ

ン

８
月

２８
日

料

理

９
月

３
日

着

付
け

９
月

１０
日

俳

句

と

短
歌

１０
月

９
日

俳

句

と

短
歌

１０
月

廿
日

華

道

一
１１一
月

５

囗

籐
工

芸

一
１１１１
月

１０
日

着

付
け

一
１１一
月

１４

日

レ
ク
リ

エ
ー

シ

ョ

ン

※
婦

人

講
座

に

つ

い
て

の

問

合

せ

は
中

央

公

民

館
社

会

教

育

係

へ

ａ

（
３８

）
ニ

ー
一

一
内

線
４２
番

各

地

区

公

民

館

か

ら

磯
谷
地
区
公
民
館

５
月
３
日
（
土
）
開
級
式
。
４

月
２８
日

言
言

の
運
営
委
員
会
議

で
、
地
区
総
合
学
級
の
通
年
性
を

め
ざ
し
て
各
団
体
か
ら
要
望
事
項

が
出
さ
れ
、
検
討
の
結
果
昭
和
６１

年
度
の
地
区
総
合
学
級
計
画
が
次

の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

５
月

農
業
講
座
、
舞
踊
教
室

７
月

親
子
研
修
会
、
教
養
講
座

８
月

杰

冰
教
室
、
ネ
ブ
タ
制
作

９
月

婦
人
講
座

１０
月

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
つ
け
物

講
習
、
教
養
講
座
、
家
庭

教
育
講
座

１１
月

婦
人
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
教

１
磯
谷
地
区
総
合
学
級
開
級
式

室
、
教
養
講
座
、
郷
土
芸

能
伝
承
教
室

１２
月

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ダ
ン
ス

教
室
、
民
芸
教
室

１
月

郷
土
芸
能
伝
承
教
室
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

２
月

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
舞
踊
教

室
、
成
人
講
座
、
教
養
講

座

地

域

に

拓

か

れ
た家

庭

教

育

小

学

校

期

②

日
常
の
生
活
態
度
の
見
直
し

一
、
親
か
持
つ
子
育
て
不
安
は
、

思
春
期
以
降
の
子
ど
も
の
問
題
行

動
の
母
体
と
な
り
が
ち
な
た
め
、

夫
婦
が
協
力
し
、
時
期
を
逃
さ
ず

解
決
を
す
る
こ
と
で
す
。

二

親
自
身
の
し
っ
か
り
し
た
人

生
観
を
持
っ
て
努
力
し
て
い
る
姿

が
、
子
ど
も
の
成
長
の
手
本
と
な

る
の
で
す
。

一
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

の
団
体
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
、

親
は
進
ん
で
地
域
活
動
の
模
範
者

と
な
る
こ
と
で
す
。

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
た
く
ま
し

い
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、
親
子

で
地
域
活
動
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

一
、
地
域
の
大
人
が
協
力
し
て
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
家
族
全
員
が
楽

し
く
気
軽
に
参
加
で
き
る
地
域
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

家
庭
と
学
校
と
の
情
報
活
動
の

充
実

一
、
現
代
っ
子
の
特
徴
や
子
ど
も

を
取
り
巻
く
問
題
を
把
握
し
、
家

庭
・
学
校
は
、
互
い
に
協
力
す
る

た
め
の
地
域
懇
談
会
等
の
実
施
が

第
２５
回
佐
井
村
民
体
育
大
会

と

き

昭
和
６１

年
７

月
１３
日
（
日

）

午
前
８

時
３０

分
～

と
こ
ろ

佐
井
中

学
校
グ
ラ
ン

ド

テ レ ビ家 庭 教 官 番 組

親と子の身近な問題を考える

青 森 放 送 ・ 北 海 道 放 送 毎 週 水 曜 日

午 前 １１：００～

６月４日 お母さん聞いて。／→ ・どもの不満

子どもを理解するひとつの手だてとして

不満という視点から子どもを見る。

６月１１日 言葉は崩壊する！？一 言葉のみだれ

子どもたちの日常会話を通して、言葉に

対す る意識とその背景を探ってみる。

６月１８日 少女の性～ある女医のカルテから～

１氓弋の｜生を考える。

女医の生き方と経験の中から劍 弋の性に

ついて考える。

６月２５日 バ イクなぜダメなの

一 バイクを買うか買わないか

子どもの要求に親はどう対処したらよい

のかを考える。

・ 企 画 ・ 製 作 ／ 財 団 法 人 民 間 放 送

教 育 協 会 ■ 協 力 ／ 文 部 省



必
要
で
す
。

一
、
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
学

級
等
を
通
し
て
、
父
母
と
教
師
の

相
互
理
解
、
信
頼
関
係
を
深
め
る

こ
と
で
す
。

一
、
親
同
士
が
開
か
れ
た
家
庭
づ

く
り
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
成
長
発
達
を
図
る
た
め
、
家

庭
と
学
校
が
密
度
濃
く
結
び
っ
く

こ
と
で
す
。

一
、
親
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、

電
話
に
よ
る
情
報
連
絡
活
動
を
行

う
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
ふ
さ
わ

し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
工
夫
す

る
こ
と
で
す
。

一
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
核
と
な
っ
て
、
千

ど
も
の
学
校
内
外
、
家
庭
内
外
の

様
子
な
ど
の
内
容
を
、
き
め
細
か

く
折
り
込
ん
だ
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
等
の

発
行
に
努
め
る
こ
と
で
す
。

第１２回太田杯争奮
花見野球大会結果

４

月

１１一
日

（

囗

）
佐
井

中

学

校

グ
ラ

ン
ド

で

太
旧

杯

争

奪

花
見

野

球

大

会

が
開
催

さ

れ

ま
し

た
。

（
参

加
チ

ー

ム
）

細
川

建

設

（
代

表

細

川
勇

次

）

太

田

ラ

イ

オ

ン

ズ
（
代

表

太

田

芳

明

）
、

コ

ー
ナ

ー

ズ
（
代

表

畠

中

孝

司

）
、
佐

井

村

役

場
（

代

表

東

出

直

武

）

、
下

信

佐
井

（

代

表

七

島
憲
治
）
、
全
林
野
佐
井
（
代
表

山
路
英
夫
）
、
竹
内
自
工
（
代
表

磯
川
満
義
）

（
結
果
）

第
一
回
戦

太
田
ラ

７
ｊ
ｏ

コ
ー
ナ
ー

役

場

５
－
ｏ

下
信
佐
井

竹
内
自

１０
１
２

全
林
野

準
決
勝

細

川

４
１
２

太
田
ラ

竹
内
自

１０
－

４

役

場

決
勝

細
川
建
設

０
０
０
１
４
２
０

７

竹
内
自
工

０
１
７
２
０
２
×

１２

（
細
川
）
木
部
－

菊
池

（
竹
内
）
奥
本
ｉ
竹
内

④
竹
内
修
２
（
竹
内
）
木
部
（
細

川
）
⑤
東
出
盛
２
（
竹
内
）
○
磯

川
、
菊
池
（
竹
内
）

▲優勝した竹内自エチーム

佐
井
村
中
央
公
民
館

俳

句

と
短
歌

教
室

俳

句

且
月
末
遠
野
で
）
泉
田
タ
ツ
子

聳
え
立
ち
残
雪
光
る
岩
手
富
士

遠
野
路
の
巡
礼
塔
回
春
の
風

春
浅
き
古
蹟
の
文
字
に
足
を
止
め

菊
池

み
や

想
い
出
の
場
所
訪
う
今
を
百
千
烏

山

二
歩
下
れ
ば
里
は
花
隴
こ

い
つ
し
か
孤
高
の
寺
に
月
朧

三
上

敏

老
木
の
桜
絶
頂
す
ぎ
に
け
り

海
近
古
潮
の
匂
い
や
桜
咲
く

綻
び
て
ほ
し
い
ま
ま
な
る
桜
か
な

淡
墨
の
匂
い
ほ
の
か
に
花
開
く

花
む
し
ろ
老
い
も
若
含
も
宴
の
座

風
な
く
に
垂
桜
の
揺
れ
そ
よ
ぐ

泉
田
タ
ツ
子

枯
草
を
分
け
こ

逢
の
芽
が
視
き

山
路
き
て
初
音
の
ひ
び
く
藪
あ
た

り

川
岸
キ
ヨ
子

黄
水
仙
一
輪
ひ
ら
く
崖
の
渕

呑
の
蒻
捨
で
ん
と
今
朝
の
蠅
り

脱
い
で
み
て
着
て
み
て
春
の
嵐
か

な籐
椅
子
を
広
げ
春
風
ぞ
ん
ぶ
ん
に

白
衣
着
て
一
輪
の
花
持
ち
ゆ
け
り

田
名
部
ヒ
サ

水
増
し
て
危
う
き
河
岸
の
蕗
の
温

水
仙
の
土
弾
ま
せ
て
群
が
る
芋

春
祭
り
神
楽
の
後
ゆ
く
子
ら
乱
れ

畝
寄
せ
の
鍬
に
凭
れ
て
初
音
聞
く

路
光
り
曳
か
れ
死
し
い
る
初
燕

卵
塊
の
命
確
か
に
目
を
集
め

蕗
の
葉
で
揶
く
い
呑
み
た
る
算
清

水高
々
と
里
を
見
張
り
し
鯉
幟

浜
中

よ
ん

講
中
の
詠
歌
蔗
る
る
春
彼
岸

上
山

実

ひ
し
曲
る
老
松
春
の
雪
に
耐
え

春
一
番
赤
さ
ス
カ
ー
フ
震
い
け
回

山
っ
っ
じ
ほ
の
か
な
紅
や
老
の
部

屋祝
い
唄
流
れ
舞
台
の
春
の
婚

煤
っ
け
し
黒
き
雀
も
花
に
あ
り

田
鎖

善
治

低
温
回
春
い
か
不
漁
網
を
あ
げ

郭
公
の
青
嶺
に
遅
き
気
象
異
変

朝
も
や
の
奥
よ
り
聞
こ
ゆ
不
如
帰

大
石
健
次
郎

白
き
鳩
薫
風
の
空
翔
け
ぬ
け
り

木
耳
や
摘
み
き
し
谿
の
み
ど
り
翳

谿
に
棲
み
妻
と
木
耳
朧
み
い
た
り

岩
燕
ひ
ら
め
き
迅
し
蒻
の
昭
づ

芒
明
え
て
鴛
意
ひ
そ
み
翅
飾
り

萌
え
か
か
る
陽
の
湿
原
を
鷺
の
翔

惣

短

歌
小
館

寿
彦

妻
も
吾
れ
も
璧
に
凭
れ
て
一
日
の

重
き
重
き
荷
置
き
し
如
く
い
し

地
下
遠
く
入
口
に
差
す
日
の
光
白

く
遍
き
レ
ン
ズ
の
如
し

風
に
目
を
研
が
る
る
さ
ま
に
人
形

の
供
養
の
寺
に
少
女
佇
ち
お
り

浜
中

よ
ん

村
人
の
心
固
め
て
受
継
ぎ
し
歌
舞

伎
演
じ
て
ひ
と
日
楽
し
む

若
者
の
歌
舞
伎
役
者
を
励
ま
し
て

言
父
し
つ
つ
拍
手
波
打
つ

川
岸
キ
ョ
子

夕
暮
る
る
庭
に
出
ず
れ
ば
ひ
そ
か

に
も
白
き
小
粒
の
沈
丁
花
匂
つ

窓
の
辺
に
臥
床
の
人
を
茴
ぶ
と
き

五
月
の
雨
は
い
ま
だ
冷
か
し

湯
口
入
り
で
明
日
の
受
験
の
孫
想

う
産
湯
使
い
し
遠
き
日
の
こ
と

横
須
賀
軍
港

大
石
健
次
郎

横
須
賀
の
呼
び
名
配
し
も
若
さ
日

の
戦
火
の
隴
の
赤
疸
畏
文
字

島
陰
に
歟
艦
大
和
ひ
そ
み
い
て
盗

見
し
た
る
罪
の
如
く
に

な
だ
ら
か
に
威
を
漲
ら
す
艦
型
の

大
和
を
み
た
る
十
八
の
齢

号
令
の
鋭
く
と
び
交
う
「
翔
鶴
」

に
積
み
し
魚
雷
の
炎
の
色
よ



保健婦だより
塩 分 測 定 を 行 な い ます

６月１２日、］。３囗の２日間全

村の、みそ汁からの塩分測定

を実施します。昨年のみそ汁

塩分濃度はＬＯ％とみなさん

の努力で良い傾向を示してい

ます。今年も良い結果が出ま

すように毎日の食卓ご家族と

話し合いがんばりましょう

後日、担当地区の保健協力

員が容器を配布しますので、

御協力下さい。

の

関

係

食
塩
と
血
圧
の
開
に
は
、
食
塩

を
と
り
す
ぎ
る
と
血
圧
が
高
く
な

り
、
高
血
圧
の
人
が
食
塩
を
ひ
か

え
る
と
血
圧
が
低
く
な
る
と
い
う

密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
食
塩
を
と
り
す

ぎ
る
と
、
食
塩
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

体
外
に
排
出
す
る
た
め
体
内
の
水

分
が
増
加
し
、
循
環
血
液
量
も
増

え
て
末
梢
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
の

で
血
圧
が
上
が
る
と
い
う
わ
け
で

す
。高

血
圧
予
防
の
一
歩
は
減
塩
か

ら
で
す
。
食
塩
の
量
を
減
ら
す
の

は
難
し
い
よ
う
で
す
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
心
づ
か
い
が
あ
れ
ば
け
っ

し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ポ

イ
ン
ト
は
急
に
食
塩
を
減
ら

す
の
で
は
な
く
、
家
族
の
人
が
気

づ
か
な
い
く
ら
い
徐
々
に
減
ら
し

て
い
く
こ
と
で
す
。

味
は
慣
れ
と
か
。
い
か
に
う
す

味
に
慣
れ
さ
せ
て
い
く
か
が
腕
の

見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

食 塩摂取 量と

，高血圧 者の頻 度との 関係－

食 塩のほか高血圧は

次のようなことからも起こります。

加 齢

３０歳を過ぎ ると

年とともに血圧 は

上昇し ていき ます。

一般に最大血圧は

年齢数プラ ス９０ミ

リで表されます。

体 質

両 親とも高血圧だっ

たり 、片 親が高血圧の

場合、その子どもは高

血圧 になる可能性が高

いといえ ます
Ｏ

これは

血圧 が高くなり やすい

という体質が遺伝する
のです。 Ｑ

労 働

肉体的労働をし
ている人は事務的

労働をしている人
より、高血圧の発

生が多いというデ
ータガあります。

肉体疲労は高血圧
と密接に関連して
いるのです。

寒 さ

寒さ は血圧を上げ

る強力な 刺激となり

ます。こ れは寒い、

冷たいという 感覚が

脳に伝わり 細動 脈の

筋肉苓ＵＶ縮本廿ろ苣
め ‾Ｃ 可 。

ストレス
肉体的労働の少ない事務的労働でも、管理

職ほど高血圧者が多くみられます。精神的な
ストレスも血圧を上昇させる一因になってい
ます。

匚

よ
う
ゆ
と

向

じ

に
使
う

割りじょうゆをしょうゆと

同じように使えば減塩に効果

的なうえ、味も引き立ちます。

冷蔵庫に保存すれば１か月

はだい 匕ようぶです。

献
立

食
塩
を
減
ら
す
献
立
の
工
夫



一般健康診査はじまる

月 地 区 月 地 区

７ 古 佐井 ・牛 滝 ｎ 長 後

８ 古 佐井 １２ 磯 谷

９ 大 佐井 １ 矢 越 ・川 目

１０ 大 佐井 ・福 浦 ２ 原 田

昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
健
康

診
査
を
七
月
か
ら
行
い
ま
す
。

昨
年
は
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で

冬
期
間
に
行
い
ま
し
た
が
、
地
区

の
要
望
に
よ
り
月
別
に
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

六
十
五
歳
以
上
の
方
の
老
人
健

康
診
査
も
、
こ
の
一
般
健
康
診
査

の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
受
け
て
下
さ
い
。

申
込
み
に
つ
い
て
は
、
後
日
保

健
協
力
員
が
う
か
が
い
ま
す
。

一 般 健 康 診 査 の 目 的

○自覚できない潜伏している

病気を発見する。

〇将来病気になるかもしれな

い条件があるかどうかをチ

ェックする。

一 般 健 康 診 査 で

わ か る 病 気

①腎臓病 ②肝臓病 ③糖

尿病 ④貧血 ⑤高血圧

⑥心臓病 ⑦動脈硬化 ⑧

リウマチ ⑨眼底出血等。

病
気
は
気
づ
か
ぬ
う
ち
に

始
ま
つ
て
い
る
い厂

六

月

の

保

健

行

事

１
日
休

塩
分
測
定

１３
日
㈹

２４
日
㈹

川
目
成
人
病
教
室

学
校
結
核
精
検

２６
日
用

乳
児
相
談

匸
成
半
匸

一
歳
児
健

診
（
歯
科
検
診
）

家
庭
看
護
Ｑ

Ａ
Ｂ
Ｃ病

室
の
管
理

落
ち
着
い
て

ゆ
つ
く
り
休
め
る
環
境
を

病
室
の
掃
除
や
整
と
ん

病
人
が
床
を
離
れ
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
、
手
洗
い
や
洗
面
の

時
間
を
利
用
し
て
手
早
く
済
ま
せ

ま
す
。

寝
た
き
り
の
病
人
の
場
合
、
べ

ツ
ド
な
ら
掃
除
機
を

使
っ
て
も
か
ま
わ
な

い
で
し
ょ
う
が
、
畳

に
布
団
で
寝
て
い
る

場
合
は
、
ば
こ
り
が
立
た
な
い
よ

う
に
ぬ
れ
雑
巾
、
化
学
雑
巾
で
ふ

き
掃
除
を
し
ま
す
。
ま
た
、
は
た

き
な
ど
を
使
っ
て
、
ほ
こ
り
を
舞

い
上
げ
る
こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。病

人
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
匂

い
も
気
に
な
る
も
の
で
す
。
食
後

の
後
片
付
け
や
便
器
の
後
始
末
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
使
っ
た
お
絞
り
や
コ

ッ
プ
の
後
片
付
け
、
ゴ
ミ
の
始
末

な
ど
に
も
、
こ
ま
め
に
気
を
配
っ

て
く
だ
さ
い
。

理
想
的
な
病
室

四
つ
の
条
件

病
人
が
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り

休
め
る
環
境
は
、
病
気
の
苦
し
み

を
軽
減
し
、
回
復
を
早
め
る
上
に

も
役
立
ち
ま
す
。
住
宅
事
情
が
許

す
限
り
、
理
想
的
な
病
室
の
条
件

を
満
た
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
静
か
で
あ
る
こ
と

機
械
音
や
テ
レ
ビ
の
音
、
戸
の

開
閉
音
、
足
音
や
人
の
話
し
声
、

笑
い
声
な
ど
は
、
病
人
に
と
っ
て

気
に
障
る
も
の
で
す
。
特
に
夜
間

は
大
き
く
響
く
の
で
注
意
し
ま
す
。

▼
明
る
く
日
当
り
が
よ
い
こ
と

昼
間
で
も
薄
暗
く
て
は
心
が
沈

み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
あ

ま
り
日
差
し
が
強
く
当
た
り
す
ぎ

る
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ラ

イ
ン
ド
や
力
上

ア
ン
な
ど
を
使
っ

て
直
射
日
光
を
調
節
し
て
く
だ
さ

い
。
夜
の
照
明
も
ま
ぶ
し
く
な
い

よ
う
に
、
光
源
の
位
置
な
ど
を
工

夫
し
て
ば
し
い
も
の
で
す
。

▼
風
通
し
の
よ
い
こ
と

空
気
の
入
れ
換
え
は
、
病
気
に

障
ら
な
い
範
囲
で
、
一
時
間
に
一

回
、一
分
間
を
目
安
に
行
い
ま
す
。

換
気
に
は
、
戸
外
に
面
し
た
窓

や
膵
を
開
け
て
空
気
を
入
れ
換
え

る「
直
接
換
気
」
と
、
隣
室
や
隣
り

合
っ
た
廊
下
の
窓
な
ど
を
開
け
て

お
き
、
病
室
の
出
入
り
の
際
に
き

れ
い
な
空
気
が
流
れ
込
む
よ
う
に

す
る
「
間
接
換
気
」
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
室
温
が
急

激
に
変
化
し
た
り
、
風
が
直
接
病

人
に
当
た
ら
な
い
よ
う
、
つ
い
立

て
や
び
ょ
う
ぶ
の
よ
う
な
も
の
を

上
手
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
つ

ね
に
窓
や
戸
に
す
き
間
を
開
け
て

お
く
の
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
明
る
い
雰
囲
気

病
人
が
長
い
間
寝
こ
む
場
合
、

カ
ー
テ
ン
や
壁
紙
、
電
灯
の
か
さ

な
ど
を
明
る
い
も
の
に
し
ま
す
。

絵
や
花
な
ど
の
装
飾
品
も
、
オ
ー

バ
ー
に
な
ら
な
い
程
度
に
気
分
を

ひ
き
た
て
る
明
る
い
も
の
を
選
び

た
い
も
の
で
す
。



交母だより

，佐 井 村

交 通 安 全 毋 の 会

頭
を
守
る
”
命
綱
”
ヘ
ル
メ
ッ
ト

バ
イ

ク
を

運

転
中

に

交

通

事
故

で
死

亡

し

た

人

の
六

四

・
五

％

は

頭

や

顔

を

強

く
打

っ

て
死

亡
し

て

い
ま

す

。

こ

の
こ

と
か

ら

も

、

ヘ

ル
メ

ッ
ト

を

か

ぶ
ら

な

い

こ

と

が

ど
ん

な

に

恐

ろ
し

い
こ

と

か
良

く

分

か
り

ま
す

。

ま

た

、

七
月

五

日

か
ら

は

、
ミ

ニ

バ
イ

ク

に
乗

る
と

き

も

ヘ

ル

メ

ッ
ト

の

着
用

が
義

務

付

け

ら

れ

ま
す

。

ま

だ

ヘ

ル

メ
ッ

ト

を

持

っ
て

い

な

い
方

は
「

Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

」
や

「
Ｓ

」

マ
ー
ク
の
付
い
た
も
の
を
選
び
ま

工
事
用
の
安
全
帽
は
、
二
輪
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
有
効
に
使

う
た
め
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
あ
み
だ
に
か
ぶ
っ
た
り
、
目
深

に
か
ぶ
ら
な
い
。

視
野
が
狭
く
な
り
、
危
険
な
も

の
の
発
見
が
遅
れ
ま
す
。

②
あ
ご
ひ
も
は
必
ず
、
し
っ
か
り

と
締
め
る
。

あ
ご
ひ
も
を
締
め
て
な
い
と
、

事
故
の
と
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
飛
ん

で
し
ま
い
、
頭
を
守
れ
ま
せ
ん
。

バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
ー
に

れ
を

習
慣
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご寄付ありがとうござ

います。

高
木
八
太
郎
さ
ん

〈
歩
道
除
雪
時
に
ジ
ュ
ー
ス
〉

萬
谷

石
夫
さ
ん

〈
缶
拾
い
の
時
に
ジ
ュ
ー
ス
〉

正
村

正
信
さ
ん

〈
高
齢
者
安
全
指
導
に
と
一
万
円
〉

竹
内
鉄
工
所
さ
ん

〈
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
足
形
十
枚
〉

ご

ぞ

ん

じ

で

す

か

道
路
を
横
断
す
る
場
合

（
道
交
法
第
十
二
条
）

歩
行
者
は
、
道
路
を
横
断
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
横
断
歩
道
か

お
る
場
所
の
付
近
に
お
い
て
は
、

そ
の
横
断
歩
道
に
よ
っ
て
道
路
を

横
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
幸
に
し
て
横
断
歩
道
を
歩
行

中
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
百

パ
ー
セ
ン
ト
運
転
者
の
過
失
と
な

り
、
そ
の
補
償
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

参加しませんか

ストップ

マーク

飛び出目防止スト ップ

マークの作業が始まりま

す。

小学生のみなさん、母

の会と一緒に参加しまし

よつ。

二 段 階 方 法 は お ぼ え ま し た か

パ イプ で広い 交差点を右折 する のは、ベ テ

ラ ンラ イダーでも 判断が難しいも のです。対

向車は 采てい ないか、 曲がる先の 横断歩道に

人 はいない かなど 、いろいろ なことを一 瞬に

判断し なければい けません 。

とこ ろで、５０ｃｎ以下のパ イプ の右折方 法が

今年の１ 月から 一 部変わり まし たが、もう お

ぽえて、 正しく 走っ ていますか 。

イ言号など で交通整理の行 われている、 次に

挙ける 交差点では 、図のよう に二段階の右 折

をしなけ ればなり ません。

① 標識な ど で二 段階右折ご 指定 されている 交

差点

②隍倶旧 車線以上ある 道路で、イ言号機のある

道路（ 標識丐で二段階 右折を 禁止し てい ると

き は除く ）

こ のよ うな 道路 では、圉自 転車のよう にあ

ら かじ め 道路 のを 娜 こ寄り 、（２）交差点を 徐行

しな がら 直 進し 、渡り きっ たと ころ で車を 右

に向 感を変え、Ｇ）進心方向 の皀 号が青にな っ

てから 直進すること になりまし た。右折 する

ときは十 分注意し ましよ う。

一
二段階 で右折 を

する標識

－
二段階で の右折 を

禁止 する標識



税

務

だ

よ

り

六

月

三

十

日

は

自
動

車
税
の

納
期

限
で
す

Ｉ

忘
れ
な
い
で
期
限
内
に

納

め
ま
し
ょ
う

Ｉ

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
郵
便
局
の

ほ
か
、
県
で
指
定
し
た
農
協
の
窓

口
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
組
合
を
通
し
て
納
め
て

く
だ
さ
い
。

〈
車
検
を
む
か
え
る
皆
さ
ん
へ
〉

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
の
一

枚
目
は
、
納
税
が
済
み
ま
す
と
、

車
検
に
必
要
な
納
税
証
明
書
と
な

り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

や
、
自
動
車
税
の
ご
相
談
は
、
お

気
軽
に
む
つ
県
税
事
務
所
ま
で
。

〒
０３５
む
つ
市
中
央
一
丁
目
一
の
八

む
つ
合
同
庁
舎
一
階

む
つ
県
税
事
務
所

納
税
課

登
言

丁

三
一
〇
六

マイホームと税
〈
住
宅
を
取
得
し
た
時
の
所
得
税

の
軽
減
〉

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
方
で
、

一
定
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
に

は
、
入
居
し
た
年
か
ら
三
年
間
、

所
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

〈
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
の
特
例
〉

父
母
ま
た
は
祖
父
母
か
ら
住
宅

取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
、

三
百
万
円
ま
で
は
贈
与
税
が
か
か

ら
な
い
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

領収書や契約書と

印紙税

契約書
、領収書など

め書類には収入印紙
をお忘れなく１

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
の
中
で

作
っ
た
り
も
ら
っ
た
り
す
る
文
書

の
中
に
は
、
領
収
書
や
売
買
契
約

書
な
ど
の
よ
う
に
、
印
紙
税
が
か

か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
は
、
印
紙
税
が
か
か
る

文
書
を
作
っ
た
人
が
、
そ
の
文
書

に
定
め
ら
れ
た
額
の
収
入
印
紙
を

は
り
、
消
印
を
し
て
納
付
す
る
税

金
で
す
。

契
約
書
な
ど
に
は
、
忘
れ
ず
に

収
入
印
紙
を
は
り
ま
し
ょ
う
。

年

金

だ

よ

り

国
民
年
金
保
険
料
を
忘

れ
な
い
で
納
め
ま
し

よ
う

会
社
員
な
ど
の
厚
生
年
金
保
険

料
は
、
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
が
、
国
民
年
金
は
自
主
納
付
の

た
め
、
と
も
す
れ
ば
納
め
忘
れ
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国
民

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）

現
況
届
に
つ
い
て

受
給
者
の
方
は
、
六
月
一
日
か

ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
児

二
里
手
当
（
特
例
給
付
）
現
況
届
を

年
金
に
加
入
し
て
も
未
納
の
ま
ま

で
あ
れ
ば
、
万
一
の
事
故
や
病
気

な
ど
で
、
母
子
家
庭
や
障
害
者
に

な
っ
て
も
、
遺
族
（
障
害
）
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
確
実
に
お
と
ず
れ
る
長

寿
生
活
の
な
か
で
、
生
計
の
支
え

と
な
る
年
金
が
も
し
受
け
ら
れ
な

い
と
す
れ
ば
、
大
変
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
生
活
費
の

一
部
と
し
て
は
っ
き
り
位
置
づ
け

確
実
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
七

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前

年
の
所
得
の
状
況
と
、
六
月
一
日

現
在
の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
届
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と

引
き
続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
、
六
月
以
後
の
児
童
手
当
（
特

例
給
付
）
の
支
払
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金

展

の

習

字

作

品

を

募

集

し

ま

す

国
民
年
金
制
度
の
普
及
推
進
と

小
学
生
の
書
道
教
育
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
国

民
年
金
展
の
習
字
作
品
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

今
年
で
二
十
二
回
目
を
迎
え
る

こ
の
作
品
展
は
、
県
内
の
小
学
生

の
習
字
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て

広
く
定
着
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
県
下
全
域
か
ら
二
千

二
百
三
十
六
点
の
力
作
が
寄
せ
ら

れ
、
こ
の
う
ち
百
二
十
六
点
が
優

秀
作
品
に
選
ば
れ
て
、
青
森
市
内

の
デ
パ
ー
ト
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
国
民
年
金
の

係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日 月 ３ ０ 日 は

村 県 民 税 （第 １期 ）

固定 資 産 税 （第 ２期 ）

の 納 期 限 で す

納期内納付にご協力ください



身
体
障

害
者

巡
回
診

査

対
象
者

〇
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
後
、

診
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
者
。

○
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
、
障

害
程
度
等
級
の
変
更
ま
た
は
更

生
医
療
を
必
要
と
す
る
者
。

〇
義
肢
、
補
装
具
等
の
交
付
ま
た

は
修
理
を
必
要
と
す
る
者
。

○
就
業
、
生
活
医
療
、
施
設
入
所

等
の
相
談
を
希
望
す
る
者
。

※
な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
交
付

後
あ
る
い
は
前
回
の
診
査
後
に

変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
者
及
び
、

脳
卒
中
後
三
ヶ
月
未
満
よ
り
経

過
し
て
い
な
い
者
と
、
ぼ
う
こ

う
ま
た
は
直
腸
の
機
能
障
害
を

も
つ
者
は
除
き
ま
す
。

※
内
サ
受
診
者
は
、
次
の
資
料
を

持
参
す
る
こ
と
。

○
過
去
の
診
療
記
録
（
カ
ル
テ
）

も
し
く
は
そ
の
写
し
。

○
血
清
ク
レ
ア
チ
ュ
ン
濃
度
（
腎

臓
機
能
障
害
者
）
尿
検
査
結
果
。

○
胸
部
写
真
（
呼
吸
器
、
循
環
器

科
共
）

○
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
等
）

行

政

相

談

委

員

を

ご

ぞ

ん

じ

で

す

か

総
務
庁
で
は
、
当
村
住
民
の
行

政
に
関
す
る
苦
情
等
の
相
談
に
応

じ
、
そ
の
解
決
を
手
助
け
す
る
た

め
、次
の
方
を
「
行
政
相
談
委
員
」

に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
旦
鵈

電
話

手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
相
談
を
受
け
た
行
政
相

談
委
員
は
、
秘
密
を
守
り
親
身
に

お
世
話
し
ま
す
。

相
談
の
内
容
は
、
役
所
の
仕
事

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も

よ
く
、
例
え
ば
、
登
記
、
年
金
、

保
険
、
道
路
、
河
川
等
に
つ
い
て

役
所
の
仕
事
が
遅
い
、
不
親
切
だ

納
得
で
き
な
い
、
制
度
や
手
続
き

が
わ
か
ら
な
い
等
、
日
頃
お
困
り

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
不
満
に
思

っ
て
い
る
こ
と
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

〈
行
政
相
談
委
員
〉

佐
井
村
大
学
長
後
字
長
後
六

大

石

健
次
郎

習

三
天

）
五
四
三

一

人

権

擁

護

委

員

制

度

ご

ぞ

ん

じ

で

す

か

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
村
に
μ

、
次
の

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

昭和６１年度身体障害者巡回診 査の日程

月 日（ 曜） 診査科 目 場 所

６月日 日（ 水） 耳 鼻 科
むつ市

下北 文化 会館

６月３０日（ 月） 内 科 むつ保 健所

７月１日（ 火） 眼 科
むつ市

下北 文化 会館

７月２２日（ 火） 整形 外科 むつ市体育 館

受付時間 午前９時～午前囗時

氏

名

電
話
番
号

樋
口

秀
次

三
八
－

二
二

六
九

太
田

正
三

三
八
－

四

一
二

九

加
賀
亀
水
重

三
八
上

一
六
〇

六

あ な た も ゛騒 音 点 検 ″を

し 忍びつつ階段上る午前様

ず 住むほどにわかる静かな街の価値

が 空ぶかし うるさいだけでガソリンの無駄

な 鳴く犬も 飼い主の思いやりで穏やかに

ま 守ろう静穏 なくそう騒音

ち チリリンと 夏の風情も深夜は迷惑

づ 使い手の気配りで生きるスピーカー

く 暮らしの騒音 工夫一つが音を下げ

り 両隣 お互い様ねと気をつかい

青少年によい環境を ／

みんな の力 で ……

青少年を目 書 から 守ろ う 。

佐井村・青少年育成佐井村民会議

佐

井

村

ガ

イ

ド

名

刺

を

作

成

丿

一

箱

（

百

枚

）

千

百

円

で

販

売

中
丿

現

在
村

で
は
「

ラ

ブ
リ

ー

さ

い
」

販

売
事

業

を
け

じ

め

と
し

て

、

地

域

産

業

お

こ
し

に

ま

い

進
し

て

い

る

と
こ

ろ

で
す

。

こ
の
た
び
、
佐
井
村
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
名
刺
の

も
つ
特
性
を
生
か
し
、
機
会
あ
る

ご
と
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
ガ
イ

ド
名
刺
を
作
成
し
ま
し
た
。

希
望
者
に
頒
布
し
ま
す
の
で
、

役
場
総
務
課
企
画
財
政
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



投

稿

叱

り

方

の

下

手

な

親

の

悲

劇

け
じ
め
に
…
…
…

親
と
千
、
教
師
と
生
徒
の
間
に

今
日
ほ
ど
胸
を
痛
め
、
と
き
に
耳

を
ふ
さ
ぎ
、
顔
を
被
い
た
く
な
る

よ
う
な
事
件
が
頻
発
す
る
時
代
が

か
つ
て
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

父
親
や
母
親
を
な
ぐ
る
千
は
い

つ
か
両
親
を
殺
す
千
に
…
…
…
…

教
師
の
言
う
事
を
聞
か
な
い
千
は

教
師
を
な
ぐ
っ
て
怪
我
を
さ
せ
る

千
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

加
わ
い
い
、
か
わ
い
い
と
自
分

の
胸
に
抱
き
、
自
分
の
膝
で
遊
ば

せ
た
子
加
、
刃
物
を
振
り
か
ざ
し

て
自
分
に
向
か
っ
て
来
る
と
は
、

い
つ
、
ど
の
親
た
ち
が
思
っ
て
も
。

見
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

朝
ご
と
に
無
事
に
学
校
に
行
く

よ
う
に
と
祈
り
、
夕
方
は
そ
の
子

の
た
め
に
と
一
生
懸
命
料
理
し
た

母
親
。
毎
日
の
仕
事
に
疲
れ
果
て

な
が
ら
も
、
我
が
子
の
た
め
に
と

険
し
い
競
争
社
会
を
生
き
拔
こ
う

と
し
た
父
親
。
そ
の
二
人
の
頭
上

に
金
属
バ
ッ
ト
を
振
り
か
ざ
す
子

供
も
現
わ
れ
た
の
で
す
。

今
や
鉄
か
ぶ
と
を
か
ぶ
っ
て
教

室
に
出
入
り
し
な
け
れ
ば
、
生
命

の
危
険
か
ら
身
を
守
れ
な
い
と
言

う
教
師
も
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
見
す
ご
し
て
い
た
ら

日
本
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
大

き
な
不
安
を
、
心
あ
る
人
の
誰
も

が
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
情
け
な
い
事

態
に
な
っ
た
の
か
、
ど
ご
で
何
か

ど
う
間
違
っ
て
来
た
の
か
。

少
な
く
と
も
一
つ
の
理
由
は
、

子
ど
も
の
叱
り
方
の
下
手
な
親
が

増
え
て
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
が
保
育
所
や
学
校
へ
行

く
前
の
叱
り
方
こ
そ
大
事
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
な
っ

て
か
ら
で
は
も
う
遅
い
と
言
い
ま

す
。子

ど
も
を
加
わ
い
い
、
加
わ
い

い
と
撫
で
た
り
抱
い
た
り
す
る
だ

け
が
子
ど
も
へ
の
愛
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
よ
り
も
子
ど
も
の
こ
を

く
み
と
り
、
親
の
愛
を
い
か
に
子

ど
も
に
伝
え
た
ら
良
い
か
…
…
…

子
ど
も
の
悲
劇
、
親
の
悲
劇
、
教

師
の
悲
劇
を
今
以
上
に
増
や
さ
な

い
た
め
に
…
…
。

著
者
田
中
澄
江
「
叱
り
方
の
上
手

な
親
、
下
手
な
親
」
よ
り

歳
時
記

ア
ジ
サ
イ

う

っ

と

お
し

い

梅
雨

ど

き

に
、

華
麗

な
色

彩

の

変

化
を

楽

し

ま
せ

て

く

れ
る

ア

ジ

サ

イ
は

、

最

近

人

気

上
昇

中

の

花

の

ひ

と
つ

で

す
。

四
月

に
入

る

と
、

温

室
で

育

て
た

鉢

植
え

が

花

屋

の

店
頭

に

姿

を
見

せ
、

露
地

も

の

は

六
月

か
ｅ

七
月

己

か
け

て

花

を

咲

か
せ

ま

す

。

ア

ジ
サ

イ

が
、

最

近

、

観
光

客

の
人

気
を

集

め
て

い

る
理

由

は
、

観
光

的

に

は

オ
フ

シ
ー

ズ

ン

の
梅

雨

ど
き

に

咲

き
、

雨

の

中

で

か
え

っ
て

風

情

が
あ
る
た
め
で
し
ょ
う
。

ア

ジ
サ

イ

は
、

さ

し

木

で

手

軽
に

増
や

せ

る

の
で

、

各
地

で

。
ア

ジ

サ
イ

寺

″

や

。
ア

ジ
サ

イ

園

″
が

名
乗

り

を

あ
げ

て

い
ま

す

。
ま

た

。
参

加

観

光

黠
ブ
ー

ム

に
乗

っ
て

、

観
光

客

に
さ
し

木

を
し
て

も

ら
い
、

ア

ジ
サ

イ

街

道

づ
く

り

な

ど

を
や

っ
て

い
る

所

も

あ
り

ま

す

。

と
こ

ろ

で
、

梅
雨

ど

き

に
な

る

と
、

と
く

に

お
天

気
の

こ

と
が

気

に
な

り

ま

す
が

、

毎

年

六

月

一
日

は

気
象

記

念
日

で

す

。

明

治

八
年

六
月

一
日

に
、

東

京

赤

坂
葵

町
の

東
京

気
象

台
で

、

気
象

と

地
震

の

観
測
を
始
め
た
の
を
記
念
し
た
も

の
で
す
。
天
気
予
報
が
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り

少
し
お
く
れ
て
明
治
十
七
年
で
す
。

最
近
の
天
気
予
報
が
、
気
象
衛

星
や
気
象
レ
ー
ダ
ー
の
利
用
、
国

際
協
力
に
よ
っ
て
著
し
く
進
歩
し

た
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

わ
た
し
た
ち
も
、
災
害
予
黔

な
ど

に
役
立
て
る
た
め
に
、
も
っ
と
気

象
に
関
心
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

お
天
気
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は

天
気
相
談
所
や
各
地
の
気
象
台
、

測
候
所
（
全
国
約
百
五
十
か
所
）

で
応
じ
て
く
れ
ま
す
。



長雨や強い雨は

がけ崩 れの 危゙険信号、

土砂災害防止月間

陰
暦
で
は
、
六
月
を
水
無
月
と

い
い
ま
す
。

水
無
月
を
そ
の
ま
ま
読
む
と
、

水
の
な（
無
言

月
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
「
な
」
は
本
来

「
の
」
の
意
味
で
、
水
無
月
は
「
水

の
月
」
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
月
は
水
に
縁
の
深
い
月
で
す
。

梅
雨
が
始
ま
る
の
も
、
こ
の
時
期

で
す
。

危

険

地

域

全

国

で

１４

万

ヶ

所

雨
は

⊇
し
み
の
雨
″
と
い
う
言

葉
も
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
く

れ
る
半
面
、
恐
ろ
し
い
土
砂
災
害

を
起
こ
す
引
き
金
に
も
な
り
ま
す
。

四
千
七
百
四
十
二
件
－

こ
れ

は
、
最
近
五
年
間
に
起
き
た
土
石

流
・
地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
の
数

で
す
。
大
雨
が
降
れ
ば
、
ど
こ
か

で
必
ず
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
国
土
の
約
四
分

の
三
が
山
地
で
占
め
ら
れ
る
我
が

国
に
は
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
・

が
け
崩
れ
の
危
険
地
域
が
十
四
万

ヶ
所
も
あ
る
の
で
す
。

六
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間

で
す
。
長
い
雨
と
強
い
雨
は
、
土

砂
災
害
の
危
険
信
号
。
水
無
月
を

ご
火
害
無
月
”
に
す
る
た
め
に
も

お
近
く
に
山
や
が
け
の
あ
る
方
は

点
検
と
注
意
を
お
忘
れ
な
く
。

急傾斜地崩壊危険地域の基準
①がけの勾配が３０度以上あり、

②高さが５メートル以上で、

③がけが崩れた場合、被害が発

生する恐れのある人家が５戸

以上ある箇所を対象としてい

ます。

（学校、病院、旅館などがある

場合は、５戸未満も含む

）

お池の循環ポンプには

必ず漏電遮断器とアースをｊ

水の中は 特に 感電しや すいところなので、必

ず漏電遮断器とアースをつけて、感電事故を

防止しましよう 。

財 東 北電 気保 安協 会

水道は暮しを守る

お母さん

水 道 週 間
６月１日～７日

一
満
一
歳
に
な
り
ま
す

加
藤
悦
宏
ち
ゃ
ん

（
忠
・
と
も
子
）

原

田

戸籍の窓口
６ ５月１６日現在

○ お 誕 生 お め で とう

舘脇 夏紀（義則） 矢 越
加藤 聖子 （雪夫 ） 原 田

高久 季節（泰彦 ） 川 目

○ ご 結 婚 お め で とう

（中 村 久 古佐井

川 上 いく子 東通村
（金 澤 英 樹 原 田

高 橋 恵里夏 磐田市
（五十嵐 清 晴 磯 谷

秋 元 ひとみ 青森市
（池 田 次 夫 原 田

関 根 美津子 東京都
（塩 川 幸 隆 千 歳市

禾 下 睦 子 長 後

（立 田 順 治 青森市

越 曙 た ま 福 浦
（松 林 力 古佐井

近 藤 由美子 横浜市
（津 田 茂 大佐井

大 江 洋 子 岸本町
（島 野 慶 司 大佐井

磯 川 さ とみ 磯 谷
（田 中 和 雄 福 浦

内 藤 昭 子 福 浦
（長 島 修 大佐井

嶋 津 信 子 古佐井
（田 代 均 古佐井

難 波 時 雨 厚木市
（川 畑 信 広 矢 越

金 澤 寿美子 青森市

○ おくや み 申 し上 げ ます

東出 鷹男（若男） 矢 越

宮川 秀一 （そよ） 大佐井

４月２０日現在人口（前月比）

男 ２，０２８ （＋４）

女 １，９９０ （－ ３）

計 ４，０１８ （＋１）

世帯数 １，１３１ （＋１５）
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